
 
 
 
 
 

 
調査報告書 
「諸外国における保険制度の官民役割の実態について」

を作成しました 
 

 
財団法人 損害保険事業総合研究所では、このたび、欧米主要国の保険制度におけ

る官民の役割について取りまとめた調査報告書 
「諸外国における保険制度の官民役割の実態について」 

を作成しました。 
 
わが国の政府が運営する社会保険をはじめとした公的保険制度においては、これま

で主に財政的観点から給付内容の見直しや民営化の議論がなされてきたものもあり、

今後の少子高齢化の進展などに伴い、民間の保険がこれを補完、代替する領域が拡大

していくことが予想されます。このような状況下、わが国で実施される主な公的保険

制度に対応する諸外国における公的保険制度について、その現状、民営化の状況およ

び官民の役割分担の実態について調査することで、わが国における損害保険の今後の

役割・機能に関する考察の一助になるものとして調査を実施したものです。 
 
本調査の内容は、まず第Ⅰ章において、わが国および諸外国における公的保険制度

の概要および民間保険との関係について取り上げ、第Ⅱ章以下では、欧米主要国毎に、

社会保障制度の全体像を説明した上で、労働者災害補償保険、年金、医療保険および

介護保険の 4 種目の公的保険および民間保険の詳細を記載しています。 
公的保険については、沿革、根拠法、予算規模、補償内容および運営組織等を取り

上げ、民間保険については、保険成績、法規制、業界ガイドライン、商品内容および

引受実務等を説明した上で、官民の役割分担について記載しています。 
 
この調査報告書は、在庫がある限りご希望の方に実費（3,500 円＋送料）でお頒け

します。入手方法は、ホームページ（http://www.sonposoken.or.jp/）「調査研究」→

「1. 調査報告書」の項をご覧のうえ、お申込みください。 
以 上 

 

本件に関するお問い合わせ先 
〒101-8335 千代田区神田淡路町 2‐9 
財団法人損害保険事業総合研究所 
研究部 金田（TEL：03‐3255‐1761） 

 

この資料は、保険関係業界紙各社へ同時に配付しております。

 

 
                          ２００９年５月１９日 

          （財）損害保険事業総合研究所 

 



別 紙 
 

（財）損害保険事業総合研究所作成の調査報告書 

「諸外国における保険制度の官民役割の実態について」の概要 
 
＜概要＞ 

○ 作成年月 2009 年 3 月、A4 判 362 ページ 
○ 定価 3,500 円（税込み、送料別） 
 
＜掲載項目＞ 

目次 
はじめに 
 
第Ⅰ章 日本および諸外国の公的保険制度 

１．社会保険制度および社会扶助の概要 
２．社会保険制度以外の保険制度の概要 
３．自然災害等を補償する制度 
 

第Ⅱ章 イギリス 
第Ⅲ章 ドイツ 
第Ⅳ章 フランス 
第Ⅴ章 米国 
 
各国共通項目（第Ⅱ～Ⅴ章） 

１．労働者災害補償保険 
  ２．年金 
  ３．医療保険 
  ４．介護保険 
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